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年
の
は
じ
め
か
ら
堅
苦
し
い
話
で
恐

縮
に
存
じ
ま
す
が
、「
年
頭
所
感
」
で
あ

れ
ば
こ
そ
と
も
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ご
存
じ
の
よ
う
に
、「
ハ
ン
セ
ン
病

問
題
の
解
決
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」

（
二
〇
〇
九
年
、
以
下「
基
本
法
」）の
第

一
八
条
に
は
、
国
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
患

者
で
あ
っ
た
者
等
の
名
誉
の
回
復
を
図

る
た
め
国
立
の
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
の
設

置
、
云
々
と
あ
り
、
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資

料
館
（
以
下
「
資
料
館
」）
の
設
置
が
法

律
的
に
規
定
さ
れ
ま
し
た
。

　「
基
本
法
」の
制
定
以
前
に
厚
生
労

働
省
が「
資
料
館
」の
設
置
根
拠
と
し
て

い
た
の
は
、「
ら
い
予
防
法
違
憲
国
家

賠
償
請
求
訴
訟
」
の
熊
本
地
裁
判
決

（
二
〇
〇
一
年
）を
受
け
て
発
表
さ
れ
た

「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
早
期
か
つ
全
面
的

解
決
に
向
け
て
の
内
閣
総
理
大
臣
談
話
」

の
中
の
、
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
の
充
実
、

名
誉
回
復
の
た
め
の
啓
発
事
業
な
ど
の

実
現
に
つ
い
て
、
早
急
に
検
討
を
進
め

る
と
い
う
文
言
で
し
た
。

　
ま
ず
判
決
に
い
う「
ら
い
予
防
法
」
の

違
憲
性
と
は
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な

こ
と
で
し
た
。
症
例
を
問
わ
ず
、
隔
離

の
必
要
性
は
、
昭
和
三
五
（
一
九
六
〇
）

年
に
は
失
わ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
伝
染
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
て

患
者
に
入
所
義
務
と
在
所
義
務
と
を
課

し
、
入
所
後
に
は
外
出
の
自
由
も
制
限

し
て
、
違
反
し
た
場
合
の
拘
留
や
科
料

の
処
分
ま
で
明
示
し
て
い
ま
し
た
。
憲

法
第
二
二
条
一
項
に
は
、
居
住
・
移
転

の
自
由
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は

憲
法
第
一
八
条
の
奴
隷
的
拘
束
よ
り
も
、

人
身
の
自
由
に
関
し
て
さ
ら
に
広
い
意

味
を
持
つ
も
の
で
す
。い
ず
れ
に
も
せ
よ
、

居
住
・
移
転
の
自
由
は
本
人
の
選
択
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
社
会
と
の

多
彩
な
交
流
を
促
し
ま
す
か
ら
、
た
と

え
隔
離
の
期
間
が
数
年
以
内
に
止
ま
っ

た
に
し
て
も
、
そ
の
人
が
持
て
た
は
ず
の

人
生
は
著
し
く
制
限
さ
れ
ま
す
。

　
し
か
も
判
決
で
は
、
隔
離
の
不
当
性

を
憲
法
第
二
二
条
に
限
っ
て
評
価
す
る

の
は
不
十
分
で
あ
り
、
や

は
り
憲
法
第
一
三
条
に
基

づ
く
人
格
権
の
制
限
を
優

位
に
置
く
の
が
妥
当
だ
と

結
論
づ
け
て
い
ま
す
。

　
憲
法
第
一
三
条
は
、
前

段
の
個
人
の
尊
重
と
、後
段

の
生
命
、
自
由
及
び
幸
福

追
求
の
権
利
と
を
一
体
化

し
て
捉と

ら

え
る
の
が
通
例
と

さ
れ
、
こ
こ
か
ら
昨
今
の

新
し
い
人
権
の
考
え
方
が

導
き
出
さ
れ
ま
す
。
そ
れ

に
は
例
え
ば
、名
誉
権
、環

境
権
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
、

自
己
決
定
権
な
ど
が
あ
り

ま
す
が
、
憲
法
第
一
三
条

は
適
正
な
手
続
条
項
と
も

い
わ
れ
る
よ
う
に
、
伝
染

病
の
隔
離
入
院
措
置
に
あ

た
っ
て
の
適
正
な
運
用
と
い
っ
た
こ
と
も

保
障
し
て
い
ま
す
。
何
よ
り
も
、
名
誉

は
人
間
の
存
在
に
と
っ
て
根
幹
的
な
も

の
で
あ
り
、
名
誉
権
は
、
人
間
が
人
間

と
し
て
遇
せ
ら
れ
る
人
格
権
に
基
づ
く
、

基
本
的
な
権
利
で
あ
る
の
は
い
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
こ
で
は
詳
し
い
こ
と
は
省
き
ま
す

が
、
日
本
人
の
成
長
の
過
程
に
は
家
と

世
間
と
が
大
き
く
絡
み
、
個
人
の
尊
重

を
支
え
る
理
念
の
育
ち
が
抑お

さ

え
込
ま
れ

が
ち
で
す
。
加
え
て
世
間
と
い
う
の
は

と
か
く
排
他
的
・
差
別
的
で
あ
り
、
村

八
分
と
い
う
言
葉
は
二
一
世
紀
の
今
で
さ

え
普
通
に
通
用
し
ま
す
。
ハ
ン
セ
ン
病
問

題
の
解
決
を
阻
む
最
悪
の
隘あ

い

路ろ

は
、
こ

の
村
八
分
的
な
差
別
と
同
類
の
、〈
悪
い

ス
ジ
〉
の
よ
う
な
無
意
味
で
悪
意
的
な

陰
口
を
た
た
か
れ
る
こ
と
だ
と
も
い
え
ま

す
。
こ
の
〈
ス
ジ
〉
と
い
う
の
は
、
不
治

の
時
代
の
癩
で
あ
る
か
、
可
治
の
確
か

な
現
在
の
ハ
ン
セ
ン
病
で
あ
る
か
を
度
外

視
し
て
、
一
つ
に
く
く
っ
て
し
ま
っ
た
陰

口
で
あ
っ
て
、
無
知
丸
出
し
の
難
癖
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
れ
が
何
と
な

く
通
っ
て
い
る
か
ら
困
り
ま
す
。

　
注
意
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
差
別
が
生

成
さ
れ
る
と
き
に
、
憲
法
第
一
三
条
で
尊

重
さ
れ
る
個
人
の
存
在
が
消
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
す
。
憲
法
第
一
一
条
の
基
本
的

人
権
も
、
第
一
三
条
の
個
人
の
尊
重
も

患
者
に
は
な
い
、
つ
ま
り
常
識
的
に
は

普
通
の
病
気
で
し
か
な
い
ハ
ン
セ
ン
病
に

な
っ
て
も
、
昔
の
認
識
か
ら
抜
け
き
れ

な
い
ば
か
り
か
、
ど
ん
な
病
気
を
患
っ
て

い
よ
う
と
〈
人
は
人
〉
と
い
う
当
然
な

考
え
方
に
も
立
て
て
い
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
そ
し
て
こ
の
本
音
が
、
ハ
ン
セ
ン
病
の

患
者
・
回
復
者
と
そ
の
家
族
た
ち
の
、〈
悪

い
ス
ジ
〉
な
ど
と
い
わ
な
い
で
ほ
し
い

と
い
う
、
ご
く
当
然
な
願
い
に
対
し
て
、

当
然
と
認
め
ず
に
拒
む
の
で
す
。
こ
れ

こ
そ
が
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
回
復
者
に

対
す
る
名
誉
毀
損
で
あ
り
、
私
た
ち
の

中
に
根
付
い
て
い
る
無
意
識
的
な
加
害

性
の
現
れ
で
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
自
分
の
心
の
奥
に
、
ど
の

よ
う
な
病
の
誰
に
対
し
て
も
〈
人
は
人
〉

と
受
け
止
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
問
い

か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
ハ
ン
セ
ン
病
を
め
ぐ
る
世
間
と
の
闘
い

は
、
は
じ
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
ど
う
か

「
資
料
館
」
の
こ
れ
か
ら
に
お
力
を
お
貸

し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。�

（
館
長

　
成
田
稔
）

名
誉
回
復
は
な
さ
れ
た
か

理
念
と
現
実
の
ち
が
い

雅楽「浦安の舞」東村山市正福寺地蔵まつりにて

賀正

2011年
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フ
ォ
ー
ラ
ム
の
場
に
は
韓
国
に
お
け

る
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
回
復
者
が
主
に

暮
ら
す
定
着
村
関
係
者
も
参
加
し
て
お

り
、会
場
か
ら
わ
ず
か
で
は
あ
っ
た
が
、

意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。そ
の
他
、

当
館
で
も
深
い
関
わ
り
の
あ
る
趙
昌
源

先
生
や
、
ハ
ン
ビ
福
祉
協
会
関
係
者
な

ど
、
韓
国
の
ハ
ン
セ
ン
病
関
係
者
た
ち

と
も
交
流
が
で
き
、
韓
国
の
ハ
ン
セ
ン

病
事
情
に
つ
い
て
の
情
報
収
集
を
行
う

こ
と
が
で
き
た
。

　
二
七
日
は
、
各
国
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
参

加
者
と
と
も
に
、
小
鹿
島
病
院
を
訪
問

し
た
。
今
回
の
訪
問
で
は
老
人
病
棟
な

ど
内
部
ま
で
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

入
所
者
の
様
子
や
、
よ
う
や
く
対
岸
と

の
間
に
橋
が
架
け
ら
れ
た
小
鹿
島
の
様

子
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
陸
路
で
の

往
復
に
約
一
四
時
間
が
か
か
っ
た
が
、

有
意
義
な
訪
問
で
あ
っ
た
。

　
小
鹿
島
に
療
養
所
が
で
き
た
の
は
、

日
本
に
よ
る
植
民
地
支
配
下
で
あ
る
。

　
日
本
の
ハ
ン
セ
ン
病
史
を
考
え
る
上

で
も
、
小
鹿
島
の
歴
史
抜
き
に
は
で
き

な
い
。
当
館
で
も
日
本
の
ハ
ン
セ
ン
病

史
と
の
つ
な
が
り
か
ら
朝
鮮
半
島
に
お

け
る
ハ
ン
セ
ン
病
の
歴
史
を
考
察
し
て

い
く
必
要
性
を
感
じ
た
。

　
ま
た
、
世
界
各
国
の
ハ
ン
セ
ン
病
関

係
者
と
の
議
論
を
通
し
て
、
一
国
内
だ

け
で
は
な
く
、
共
通
の
経
験
か
ら
、
世

界
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
回
復

者
の
置
か
れ
た
状
況
を
改
善
す
る
た
め

の
努
力
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
感
じ

た
。
今
後
、
当
館
に
お
い
て
も
世
界
の

状
況
に
つ
い
て
も
お
伝
え
し
て
い
け
れ

ば
と
思
う
。

　
去
る
十
一
月

二
四
日
か
ら
二
六

日
ま
で
ハ
ン
ビ
福

祉
協
会
主
催
の

世
界
ハ
ン
セ
ン
病

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参

加
し
た
。
世
界
各

国
の
ハ
ン
セ
ン
病

関
係
者
や
韓
国

国
内
の
定
着
村
の

方
々
、
約
千
人
が

韓
国
Ｃ
Ｏ
Ｅ
Ｘ
に

集
っ
た
。

　
二
四
日
は
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
発

表
打
ち
合
わ
せ
と

顔
合
わ
せ
を
行

い
、
開
会
式
、
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
た
。
開
会
式

で
は
、
パ
ン
・
ギ

ム
ン
国
連
事
務
総

長
の
ビ
デ
オ
挨
拶
に
始
ま
り
、
韓
国
に

お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
政
策
に
従
事
し
て

き
た
国
会
議
員
、
ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者

団
体
等
の
挨
拶
が
続
い
た
。
そ
し
て
過

去
並
び
に
現
在
直
面
し
て
い
る
ハ
ン
セ

ン
病
患
者
・
回
復
者
の
社
会
的
な
不
平

等
と
抑
圧
へ
抗
す
る
た
め
の
ソ
ウ
ル
宣

言
が
な
さ
れ
た
。

　
二
五
日
は
、
午
前
九
時
か
ら
全
部

で
四
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
一
か
ら
四
ま
で
の
テ
ー
マ

は
次
の
通
り
で
あ
る
。
セ
ッ
シ
ョ
ン
一

「
健
康
に
伴
う
人
権
」、
セ
ッ
シ
ョ
ン
二

「
ハ
ン
セ
ン
病
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
」、セ
ッ
シ
ョ
ン
三
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
事
例
研
究
―
韓
国
の
事
例
か

ら
―
」、
セ
ッ
シ
ョ
ン
四
「
ハ
ン
セ
ン

病
患
者
・
回
復
者
等
の
権
利
拡
大
に
つ

い
て
」。
以
上
四
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い

て
、
各
国
の
当
事
者
た
ち
が
自
国
の
ハ

ン
セ
ン
病
患
者
を
取
り
巻
く
状
況
に
つ

い
て
報
告
し
た
。

　
二
六
日
は
、
前
日
と
同
様
、
九
時
か

ら
報
告
が
行
わ
れ
た
。
セ
ッ
シ
ョ
ン
五

か
ら
セ
ッ
シ
ョ
ン
八
ま
で
の
テ
ー
マ
は

次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
セ
ッ
シ
ョ
ン
五

「
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
回
復
者
の
た
め

の
人
権
と
法
」、
セ
ッ
シ
ョ
ン
六
「
人

間
の
尊
厳
に
つ
い
て
」、
セ
ッ
シ
ョ
ン

七
「
メ
デ
ィ
ア
と
社
会
の
役
割
」、セ
ッ

シ
ョ
ン
八
「
歴
史
と
記
憶
」。

　
日
本
か
ら
の
報
告
者
は
、
セ
ッ
シ
ョ

ン
五
に
弁
護
士
の
国
宗
直
子
氏
、
セ
ッ

シ
ョ
ン
六
に
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ａ
ジ
ャ
パ
ン
の
森

元
美
代
治
氏
、
大
学
教
員
の
蘭
由
岐
子

氏
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
七
に
同
じ
く
Ｉ
Ｄ
Ｅ

Ａ
ジ
ャ
パ
ン
の
八
重
樫
信
之
氏
、
ラ
イ

タ
ー
の
村
上
絢
子
氏
が
登
壇
し
た
。

　
当
館
か
ら
は
学
芸
員
二
名
（
黒
尾
・

金
）
が
参
加
し
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
八
に
お

い
て
、
当
館
の
設
立
経
緯
や
活
動
内
容

の
紹
介
を
行
っ
た
。
写
真
な
ど
を
通
し

て
、
回
復
者
自
身
が
始
め
た
館
の
歩
み

と
存
在
意
義
に
つ
い
て
、
韓
国
や
世
界

の
方
々
に
具
体
的
に
知
っ
て
い
た
だ
け

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
の
他
、

セ
ッ
シ
ョ
ン
八
で
報
告
さ
れ
て
い
た
内

容
に
つ
い
て
次
に
の
べ
た
い
。

　
ま
ず
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ク
リ
オ
ン
島

で
医
師
を
し
て
い
る
ク
ナ
ナ
ン
氏
が
司

会
を
行
い
、報
告
者
の
紹
介
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
患
者
数
が

年
々
減
っ
て
い
る
状
況
で
は
あ
る
が
、

患
者
・
回
復
者
、
そ
し
て
家
族
に
対
す

る
偏
見
、
差
別
が
少
な
く
は
な
い
。
そ

の
中
で
こ
れ
ら
に
立
ち
向
か
い
、
努
力

を
重
ね
て
き
た
歴
史
を
後
世
に

残
す
た
め
、
資
料
や
文
書
、
本

な
ど
を
保
存
す
る
こ
と
に
つ
い

て
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る

と
報
告
し
た
。

　
ま
た
、
韓
国
で
唯
一
の
ハ
ン

セ
ン
病
療
養
所
で
あ
る
小
鹿
島

病
院
院
長
の
パ
ク
・
ヒ
ョ
ン

チ
ョ
ル
氏
は
、
二
〇
一
六
年
に

小
鹿
島
病
院
が
一
〇
〇
年
を
迎

え
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
韓
国
の

ハ
ン
セ
ン
病
史
を
語
る
上
で
小

鹿
島
の
歴
史
は
欠
か
せ
な
い
こ

と
を
主
張
し
た
。
そ
し
て
そ
れ

ら
の
資
料
を
保
存
し
て
い
く
重

要
性
を
訴
え
た
。

　
台
湾
の
頼
澤
君
氏
は
、
ハ
ン

セ
ン
病
関
連
施
設
を
世
界
遺
産

と
し
て
登
録
す
る
た
め
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
報
告
し
た
。
様
々
な
立
場
の
人

達
が
協
力
し
合
い
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
対

す
る
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
て
い
く
努
力
を

す
る
必
要
が
あ
る
と
訴
え
た
。

　
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ハ
ン
セ
ン
病
博
物
館

学
芸
員
で
あ
る
シ
グ
ー
ド
・
サ
ン
ド
モ

氏
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
ハ
ン
セ
ン
病

患
者
は
い
な
い
が
、
そ
う
し
た
中
で
も

一
般
の
人
々
に
過
去
の
ハ
ン
セ
ン
病
史

を
風
化
さ
せ
ず
、
考
え
さ
せ
る
場
と
し

て
ハ
ン
セ
ン
病
博
物
館
の
役
割
は
大
き

い
と
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
写
真
な
ど
を
用
い
た
発
表

で
、
各
国
が
ど
の
よ
う
に
ハ
ン
セ
ン
病

の
歴
史
を
後
世
に
伝
え
る
努
力
を
し
て

い
る
か
と
い
う
こ
と
や
、
記
憶
の
記
録

化
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
見
識
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
た
。

　
ま
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
同
時
開
催
と
し

て
、
写
真
展
や
音
楽
会
な
ど
が
別
室
で

行
わ
れ
、
世
界
各
国
か
ら
の
ハ
ン
セ
ン

病
関
係
者
と
の
交
流
の
場
と
も
な
っ
た
。 第８セッションの様子

韓国・世界ハンセン病
フォーラムに参加して

ソウル宣言の様子
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菅
直
人
改
造
内
閣
に
て
厚
生
労
働
大

臣
に
就
任
し
た
細
川
律
夫
大
臣
が
10
月

27
日
（
水
）
に
来
館
し
た
。

　
午
後
２
時
30
分
に
全
生
園
に
公
用
車

で
到
着
し
た
細
川
大
臣
は
、
全
生
園
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
概
況
説
明
と
施
設
見

学
、
中
央
集
会
所
で
の
全
療
協
・
入
所

者
自
治
会
幹
部
と
の
懇
談
、
納
骨
堂
で

の
献
花
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
一
時

間
で
あ
わ
た
だ
し
く
こ
な
し
、そ
の
後
、

わ
ず
か
30
分
と
い
う
滞
在
時
間
で
は

あ
っ
た
が
、
平
澤
運
営
委
員
、
黒
尾
学

芸
課
長
の
案
内
で
館
内
を
見
学
し
た
。

　
ま
ず
１
階
展
示
室
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に

お
い
て
、
黒
尾
学
芸
課
長
が
、
本
資
料

館
の
設
立
経
緯
と
設
置
目
的
、
そ
し
て

収
蔵
さ
れ
て
い
る
資
料
の
特
長
に
つ
い

て
の
説
明
を
し
、
続
い
て
２
階
の
常
設

展
示
室
で
平
澤
委
員
が
説
明
に
加
わ

り
、展
示
コ
ー
ナ
ー
の
要
所
に
お
い
て
、

過
去
の
療
養
所
生
活
に
つ
い
て
、
氏
の

具
体
的
な
体
験
に
基
づ
く
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
織
り
交
ぜ
て
の
解
説
を
行
っ
た
。

　
展
示
見
学
は
、
厚
生
労
働
省
池
永
政

策
医
療
課
長
や
古
川
国
立
ハ
ン
セ
ン
病

療
養
所
管
理
室
長
、
疾
病
対
策
課
職
員

な
ど
の
随
行
員
、
全
生
園
ス
タ
ッ
フ
、

そ
し
て
新
聞
記
者
も
加
わ
っ
て
思
い
が

け
な
い
大
人
数
に
な
っ
た
。

　
見
学
を
終
え
た
大
臣
は
、
資
料
館

出
口
に
お
い
て
記
者
会
見
に
応
じ
た
。

ち
ょ
う
ど
前
日
に
は
全
療
協
主
催
の

「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
基
本
法
」
完
全
実

施
を
要
求
す
る
東
京
集
会
が
行
わ
れ
た

タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
、

記
者
が
国
の
加
害
責
任
に
つ
い
て
、
大

臣
の
歴
史
認
識
を
質
す
場
面
も
あ
っ

た
。そ
の
様
な
厳
し
い
問
い
に
対
し
て
、

言
葉
を
選
び
つ
つ
真
摯
に
応
え
る
大
臣

の
姿
が
印
象
に
残
っ
た
。

　
９
月
25
日
か
ら

12
月
26
日
ま
で
の

会
期
で
、
秋
季
企

画
展
「
全
生
病
院

を
歩
く
～
写
さ
れ

た
20
世
紀
前
半
の

療
養
所
～
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
企
画
展

は
、
１
９
０
９
年

の
全
生
病
院
の

開
院
当
初
か
ら

１
９
４
０
年
代
ま

で
の
園
内
の
様
子

を
写
し
た
古
い
写

真
を
選
び
、
来
館

者
が
あ
た
か
も
病

院
内
を
散
歩
し
て

い
る
か
の
よ
う
に
、

現
存
し
な
い
建
物

や
風
景
に
つ
い
て
、

写
真
の
撮
影
地
点
で
視
認
し
て
い
く
と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
つ
く
り
ま
し
た
。

大
臣
に
説
明
す
る
平
澤
運
営
委
員

　
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
名
誉
館
長

で
あ
る
大
谷
藤
郎
先
生（
86
歳
）が
、
12

月
７
日
埼
玉
病
院
で
死
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
谷
先
生
は
滋
賀
県
出
身
で
京
大
卒

業
後
京
都
府
衛
生
部
を
経
て
、
昭
和
34

年
厚
生
省
へ
入
り
、
昭
和
47
年
国
立
療

養
所
課
長
に
就
任
、
ハ
ン
セ
ン
療
養
所

入
所
者
の
生
活
環
境
改
善
の
た
め
多
大

な
尽
力
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
大
臣
官
房
審
議
官
、
公
衆
衛

生
局
長
、
医
務
局
長
を
最
後
に
退
官
さ

れ
、
藤
楓
協
会
の
理
事
長
を
勤
め
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
同
協
会
創
立
40
周
年
記

念
事
業
と
し
て
高
松
宮
記
念
ハ
ン
セ
ン

病
資
料
館
を
建
設
し
初
代
館
長
と
な
ら

れ
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
の
学
長
、
後

総
長
も
勤
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
成
８
年
ら
い
予
防
法
廃
止
の
際
は

検
討
委
員
会
座
長
と
な
り
、
先
生
の
個

人
的
見
解
が
支
持
さ
れ
廃
止
法
が
成
立

し
ま
し
た
。
ら
い
予
防
法
違
憲
国
賠
訴

訟
熊
本
地
裁
の
裁
判
で
は
、
原
告
側
・

被
告
側
双
方
の
証
人
と
な
り
、
国
の

誤
っ
た
政
策
を
率
直
に
証
言
し
、
判
決

に
多
大
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　
学
生
時
代
小
笠
原
登
先
生
に
師
事
し

受
け
た
影
響
を
最
後
ま
で
持
ち
つ
づ
け

元
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
人
権
回
復
に
努

力
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
葬
儀
は
12
月
12
日
（
日
）
青
山

斎
場
で
、
大
谷
家
、
国
際
医
療
福
祉
大

学
合
同
葬
と
し
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
一
口
に
古
い
写
真
と
い
っ
て
も
、
そ

れ
自
体
に
も
新
旧
が
あ
り
ま
す
。
全
生

病
院
も
、
開
院
か
ら
の
40
年
間
に
大
き

く
変
化
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
明
治
末
期

か
ら
大
正
前
期
ま
で
の
草
創
期
（
第
１

部
）、
大
正
後
期
か
ら
昭
和
前
期
ま
で

の
病
院
敷
地
の
拡
張
期
（
第
３
部
）
に

分
け
て
、
そ
の
間
に
、
二
つ
の
時
期
を

結
ぶ
象
徴
的
存
在
と
し
て
築
山
（
望
郷

の
丘
）
の
コ
ー
ナ
ー
（
第
２
部
）
を
設

け
ま
し
た
。
昭
和
３
年
の
望
郷
の
丘
か

ら
の
360
度
の
眺
望
を
写
し
た
巨
大
パ
ノ

ラ
マ
写
真
は
、
企
画
展
の
目
玉
で
し
た

が
、
ご
覧
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。

　
会
期
中
に
は
、
付
帯
授
業
と
し
て
３

回
の
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク
、
そ
し
て
11
月
６
日
に
は
、
好
天
の

も
と
、
平
澤
保
治
運
営
委
員
の
協
力

を
得
て
、
園
内
の
史
跡
を
探
索
す
る

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
写
真
だ
け
で
は

な
く
て
、
実
際
に
歴
史
の
現
場
に
立
つ

こ
と
で
、
た
と
え
建
物
は
無
く
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
て
も
、
そ
れ
ら
に
ま
つ
わ

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
～
記
憶
～
を
実
感
で
き

た
、
と
い
う
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
れ
こ
そ
が「
史
跡
」の
も
つ
力
だ
と
思

い
ま
す
。
な
お
こ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
の
様
子
は
同
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ

ニ
ュ
ー
ス
で
全
国
に
配
信
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
今
回
の
企
画
展
を
観
覧
で
き
な

か
っ
た
方
に
は
是
非
と
も
図
録
を
ご
覧

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
掲
載
さ

れ
た
多
く
の
写
真
を
見
て
、
解
説
を
読

み
、
付
図
『「
多
磨
全
生
園
」
を
歩
く

Ｍ
Ａ
Ｐ
』
を
片
手
に
、園
内
の
「
史
跡
」

巡
り
を
し
て
み
よ
う
と
思
い
立
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

細
川
厚
労
大
臣
来
館

展

示

品

見

学

後

記

者

会

見

ハ
ン
セ
ン
病
問
題

　
　

解
決
に
ご
尽
力

�

大
谷
藤
郎
先
生
死
去

史蹟探索に多数が参加
秋季企画展フィールドワーク秋季企画展フィールドワーク
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多
磨
全
生
園
の
陶
芸
室
で
30
年
以
上

も
ろ
く
ろ
を
回
し
続
け
て
い
る
入
所
者

が
い
る
。
高
山
勝
介
氏
で
あ
る
。

　
高
山
氏
は
１
９
２
６
年
に
東
京
で
生

ま
れ
た
。
16
歳
で
時
計
を
作
る
工
場
に

就
職
し
、
戦
時
下
を
生
き
抜
い
た
。
戦

後
ハ
ン
セ
ン
病
を
発
症
し
、
１
９
４
６

年
に
多
磨
全
生
園
に
入
園
す
る
。
入

園
後
は
様
々
な
園
内
作
業
に
従
事
し
、

１
９
５
０
年
に
は
妻
寿
美
枝
さ
ん
と
結

婚
し
た
。畑
仕
事
も
始
め
、園
内
に
あ
る

宗
教
団
体
で
あ
る
秋
津
教
会
に
も
入
会
。

療
養
所
の
中
で
生
活
を
送
っ
て
い
た
。

　
し
か
し
１
９
７
９
年
頃
ハ
ン
セ
ン
病

の
後
遺
症
で
視
力
が
低
下
し
失
明
し
か

け
る
こ
と
に
な
る
。
視
力
が
低
下
し
て

落
ち
込
ん
で
い
た
時
、
多
磨
全
生
園
の

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
一
貫
と
し
て

設
け
ら
れ
て
い
た
陶
芸
室
に
通
う
藤
田

四
郎
氏
か
ら
「
土
を
こ
ね
て
い
る
だ
け

で
も
い
い
か
ら
」と
声
を
か
け
ら
れ
た
。

そ
れ
か
ら
30
年
以
上
、
今
に
到
る
ま
で

作
陶
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　
作
陶
が
眼
の
直
接
的
な
治
療
に
な
っ

た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ

れ
が
高
山
氏
の
気
持
ち
を
前
向
き
に

し
、
生
き
が
い
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と

は
確
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
絶
望
や
後
遺

症
を
乗
り
越
え
て
療
養
所
の
中
で
生
き

る
糧
を
見
出
し
た
と
い
う
こ
と
で
も

あ
っ
た
。

　
高
山
氏
は
現
在
84
歳
。
ハ
ン
セ
ン
病

回
復
者
が
自
身
の
後
遺
症
と
付
き
合
い

な
が
ら
生
活
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
考
え
た
と
き
、
現
在
ま
で

作
陶
活
動
を
続
け
て
い
る
こ
と
自
体
が

貴
重
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
そ
の
手

か
ら
生
み
出
さ
れ
た
作
品
は
高
山
氏
の

生
き
る
姿
そ
の
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　「
高
山
勝
介
作
陶
展
」
は
２
０
１
１

年
２
月
11
日（
金
）か
ら
３
月
６
日（
日
）

ま
で
当
館
一
階
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
い

　
全
国
13
の
国
立

療
養
所
を
対
象
と

し
た
資
料
調
査
が

ス
タ
ー
ト
し
、
昨

年
は
ま
ず
松
丘

保
養
園
と
星
塚
敬

愛
園
で
資
料
リ
ス

ト
の
作
成
を
行
っ

た
。
詳
細
は
以
下

の
と
お
り
。

【
松
丘
保
養
園
】

　
学
芸
員
の
稲

葉
上
道
と
田
代
学

が
、
２
０
１
０
年

10
月
24
日（
日
）～

11
月
２
日（
火
）の

10
日
間
、
園
内

に
滞
在
し
て
行
っ

た
。
前
回
９
月
27

日（
月
）～
10
月
1

日（
金
）で
プ
レ
巡

回
展
を
開
催
し
た

際
に
、
旧
不
自
由

て
開
催
す
る
。
本
展
覧
会
に
向
け
て
高

山
氏
が
作
ら
れ
た
新
作
も
展
示
。
会
期

中
に
は
一
部
展
示
替
え
を
行
う
。
高
山

氏
の
あ
ゆ
み
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
写

真
と
作
品
を
通
じ
、
療
養
所
の
中
に
生

き
る
人
の
姿
を
感
じ
て
頂
き
た
い
。

者
棟
か
ら
資
料
を
集
め
て
あ
っ
た
。
今

回
は
そ
の
１
点
ず
つ
に
対
し
、
写
真
撮

影
、
タ
グ
付
け
、
採
寸
、
計
量
、
パ
ソ

コ
ン
入
力
、
梱
包
を
一
連
の
作
業
と
し
て

行
っ
た
。
ま
た
、
個
人
で
資
料
を
寄
贈

し
て
く
だ
さ
っ
た
入
所
者
の
方
々
か
ら

い
わ
れ
を
確
認
し
た
。
さ
ら
に
旧
看
護

学
校
や
文
化
セ
ン
タ
ー
の
倉
庫
で
、
追

加
の
資
料
収
集
を
行
っ
た
。
最
終
日
に

は
ト
ラ
ッ
ク
を
手
配
し
、
資
料
を
資
料

館
に
向
け
搬
出
し
た
。
今
回
リ
ス
ト
を

作
成
し
た
資
料
点
数
は
258
点
、
資
料
館

に
収
蔵
し
た
点
数
は
約
300
点
に
の
ぼ
っ

た
。
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
福

西
征
子
園
長
を
は
じ
め
職
員
の
方
々
、

石
川
勝
夫
会
長
を
は
じ
め
入
所
者
自
治

会
の
方
々
、
そ
し
て
入
所
者
の
方
々
に
、

あ
つ
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

【
星
塚
敬
愛
園
】

　
星
塚
敬
愛
園
の
資
料
調
査
は
、
入
所

者
自
治
会
お
よ
び
職
員
の
皆
様
の
多
大

な
ご
協
力
を
得
て
、
プ
レ
巡
回
展
を
10

月
に
、本
調
査
を
11
月
に
行
っ
た
。学
芸

員
の
西
浦
直
子
と
金
貴
粉
が
担
当
し
た
。

　
同
園
で
は
、
園
内
資
料
調
査
室
に

て
実
物
資
料
を
中
心
に
す
で
に
生
活
や

作
業
に
ま
つ
わ
る
多
く
の
資
料
を
収
集

し
、
展
示
し
て
い
る
。
今
回
は
、
そ
れ

ら
に
加
え
、
資
料
調
査
に
向
け
て
の
自

治
会
長
か
ら
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
寄

せ
ら
れ
た
資
料
群
を
対
象
に
、
基
本
情

報
の
把
握
を
目
指
し
た
。「
こ
ん
な
も

の
も
資
料
に
な
る
の
な
ら
…
」
と
持
ち

寄
っ
て
い
た
だ
い
た
数
々
の
も
の
は
、

そ
れ
に
ま
つ
わ
る
記
憶
と
と
も
に
歴
史

を
語
る
で
あ
ろ
う
貴
重
な
も
の
ば
か
り

で
あ
る
。

　
ま
た
宗
教
施
設
や
盲
人
会
、
公
会
堂

や
屋
外
な
ど
の
園
内
各
所
に
開
園
以
来

の
重
要
な
資
料
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
資
料
群
に
つ
い
て
、
そ
の

情
報
を
引
き
続
き
収
集
・
整
理
し
、
今

後
同
園
で
活
か
さ
れ
て
い
く
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
小
中
学
校
と
の
連
携
を
図
り
、
児
童

生
徒
の
皆
さ
ん
に
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を

よ
り
一
層
学
ん
で
い
た
だ
く
目
的
で
、

国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
に
来
館
し
て

学
習
を
希
望
さ
れ
る
近
郊
の
小
中
学
校

に
対
し
て
、
送
迎
バ
ス
を
配
車
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
10
月
か
ら
試
験
運
行
し
て

い
ま
す
。

　
今
年
度
は
必
要
性
や
有
効
性
を
確
認

す
る
た
め
、
東
村
山
市
と
そ
の
隣
接
市

に
所
在
す
る
学
校
に
限
定
し
て
、
モ
ニ

タ
ー
校
を
募
り
ま
し
た
。

　
応
募
い
た
だ
い
た
中
か
ら
、
９
件
を

選
び
、
送
迎
バ
ス
を
体
験
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
次
年
度
に
つ
い
て
は
、
学
校
か
ら
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
、
運
営
委
員
会
で

結
論
を
出
す
予
定
で
す
。

プレ巡回展と本調査で沢山な資料

学芸員が松丘と星塚で資料調査学芸員が松丘と星塚で資料調査学芸員が松丘と星塚で資料調査

松
丘
の
資
料

星
塚
で
保
存
さ
れ
て
い
る
資
料

炭化窯変壷　1998年
NHK浦和放送局賞受賞
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２
月
11
日
～
３
月
６
日
　
一
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

送
迎
バ
ス

�

サ
ー
ビ
ス
実
施


